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報道機関各位 

国立大学法人電気通信大学  

 

電通大１００周年キャンパス整備に着手 

 

電気通信大学（東京都調布市、梶谷誠学長）は１５日、東京都調布市小島町１－１－

１にある、同大学宿舎地区の大規模再開発事業について発表しました。同大学は、この

地を１００周年キャンパスと名付け、民間活力を利用して学生宿舎等多様な施設を整備

します。総敷地面積は約１．１ｈａ、７月には事業者募集要項が配布される予定です。 

 

 

事業区域地図 

 

 

梶谷誠学長 

 

＜お問い合わせ先＞ 

 施設課（熊谷）Tel:042‐443‐5051 



平成２５年 ４月１５日
電気通信大学

電気通信大学１００周年キャンパス整備・運営事業
事業者募集にあたって

本学では，「ＵＥＣビジョン２０１８」の実現に向けた取組の一つとして，小島町地区を貴重
な資源と位置づけ，本敷地の有効活用のため，良質かつ安全，安心な施設を整備し，長期安定し
た維持管理・運営等のサービスを安価な料金で学生等に提供するため，民間事業者が有する事業
ノウハウおよび企画力を活用した本事業を推進する予定です。

１．対象事業の概要
(１)事業名称 電気通信大学１００周年キャンパス整備・運営事業
(２)事業内容 事業者は，施設の設計，建設，維持管理・運営およびその他関連業務を実施す

る。
(３)施設概要 1)混住型学生宿舎(12～18㎡：400戸程度)， 研究者宿泊施設(25～50㎡：10戸

程度)， 職員宿舎(25～50㎡：40戸程度)， 福利厚生施設(500㎡程度)， 共同
研究施設(4,000㎡程度)等。※

2)その他，地域・社会連携に資する交流機能についての提案を求めます。
※施設規模および構成については，今後の検討により変更する場合があります。

(４)整備手法 原則として，大学から事業者へ土地を貸し付けるなど，民間活力を利用して事
業を実施するものとし，事業者の自由な提案による方式(例：ＢＯＴ，ＢＴＯ
等)を求めます。

(５)事業期間 施設整備期間に供用開始後30年を加えた期間。

２．対象となる土地

所在地 調布市小島町１－１－１

敷地面積 約１．１ha

都市計画による 用途地域：第１種中高層住居専用地域，第１種住居地域，準住居地域
制限等 建蔽率／容積率：60／200

その他：第２種高度地区(25m)，準防火地域

３．スケジュール(予定)

内 容 日 程

事業者募集要項配布 2013年７月下旬

応募登録受付期限 2013年８月上旬

現地説明会 ：

提案書の提出要請 ：

提案書の提出期限 2013年９月下旬

事業者選定会(プレゼンテーション) ：

優先交渉権者の決定 2013年12月上旬

契約締結 2014年３月上旬



４．本件に関する問い合わせ先
電気通信大学小島町地区再開発本部事務局 ℡：042-443-5053・5963

５．関係資料
資料１ 小島町地区再開発基本方針
資料２ 位置図
資料３ 現況平面図
資料４ 現況写真



【資料１】

小島町地区再開発基本方針

電気通信大学

Ⅰ．再開発の意義
小島町地区は，調布キャンパスの南側に甲州街道を挟んで位置し，本学に残された唯一の

エクステンションとなっています。現在は，築４０年を超える老朽化した職員宿舎等により
構成されていますが，現状のままでは，施設の安全性の問題と共に利用率の低下が懸念され，
資産活用上も大きな問題となりつつあります。

一部の大学では，すでに未活用土地等については売却・国庫返納が求められており，一方
では，公務員宿舎の縮減の流れの中で，職員宿舎のみの建替え計画としては，現実的な選択
肢となり得ない状況となっています。

このため本学では，約１.1haの小島町地区の在り方について，「調布宿舎地区整備検討ワ
ーキンググループ」，「調布宿舎地区再開発検討委員会」と段階的に議論を進め，今年度「小
島町地区再開発本部」を設置，各種検討を重ねた結果，この貴重な敷地に，本学の発展と地
域・社会との連携・共生に資する施設を整備することにより，一層開かれた教育研究機関と
して「ＵＥＣビジョン２０１８－１００周年に向けた挑戦－」の実現に資する再開発整備を
実施することとします。

Ⅱ．再開発の基本方針
「ＵＥＣビジョン２０１８」の実現に向けた取組の一つとして，小島町地区を貴重な資源

と位置づけ，この地に，教育研究機能と経営力の強化を目的とした，多様な施設を整備しま
す。この再開発により，既存の調布キャンパスと一体化した，誰もが入りたくなる快適で美
しいキャンパス環境を実現します。

【基本方針】
１．ＵＥＣ Port および経営３戦略の具現化を目指します。※１

２．今後５０年間の有効活用を目指します。
３．２０１８年には，稼働状態を目指します。（１００周年記念キャンパスとします。）

※１．ＵＥＣ Port および経営３戦略の具現化について
ＵＥＣ Port とは，「Unique ＆ Exciting Campus の港」を意味し，本学に訪れる全ての人々

にとっての玄関であると共に，本学が目指す，人と人，人と自然，人と社会，人と人工物が創
り出す，豊かな総合コミュニケーション科学の発着点の場で有り続けるという思いを込めて命
名されています。

また，このキャンパスを，本学の経営３戦略，(1)知のボーダレス化，(2)連携と協働，(3)
開放性と透明性を具体的に実践・体験するための場として位置づけています。



■位置図                                【資料２】 
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所在地敷地面積 全学生数容積率建ぺい率建物延面積建築面積 団地名学部等名 学校名団地番号 学校番号 作成年度
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電気通信大学調布団地
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【資料４】

現　況　写　真
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